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4 *Bus-628 9 12
5 K0-59% 12 24
6 Yun-61台 10 14 1
7 Ra-62% 9 11 3 1








































順位 個休名 年令 中心部 竺適 周辺部 Aが
1 M-598 12 25
2 Q 15+ 9























































































































































































V 増井恕- (京大 ･理 ･自然人類)
本年度の調査では,ニホンザルの平均的なデモグラフ
ィカルな示数 (死亡率や山蕗率など)を得るための,高
崎山に生息するニホンザルのポピュレー ション･センサ
スと.餌づけされていない個体群の群れのサイズと構
成,生息密皮,群れの分布等を調べるために,白山蛇谷
一帯の調査を行なった｡
苗崎山については,総個休数の枕略と.そのおおまか
な性 ･年令構成をつかむことができた段階である｡調査
は1971年9月～10月,および1972年1月の2回にわたっ
ておこなった｡行列観察法1)による個体数調査の結果は
卯1鼓のとおりである｡1952年当時,約180頚であった
苗崎山のニホンザルは,20年間に3度の分要呈2)を疑りか
えして,現在A群約900頭,B･C群それぞれ約250頭,
計1.400頚となった｡この間の増殖過程の分析は,現在
実施中のサンプル個休 (命名および入迅個休)の追跡調
査日料の苗班を結っておこなう予定である｡約3khI2の
地域に1.400朗のサルが生息していること,A群約900qI
という巨大な群れが1つのまとまりをなしていることな
ど.その級橋が明らかにされなければならない韮要な課
題を内包しているわけであるが,個体群の相加過程に鋤
いた誰灸件は改雑である｡
白山蛇谷一才iJtの誹J丑は,1972年2月8日から3月20日
までの42El間を主調韮糊問としたが,そのほかにも3回
の短期調査を行ない,のペ56日間の調査をした｡調査記
録の整矧ままだ終っていないが,調査の概要37を記して
おく｡
1)サルの遊動方向と直角に,5-12人の観察者が適当
な間隔をあけて並び,その間を通過するサルの野i放,
それぞれの性 ･年令,特徴等を記録する方法｡
2)第1回目は.1959年初頭から分裂の傾向がEEi著にな
り,その年の立には,分裂がはば完了LB群が形成
された節2回目は,1962年文,ソ)ータ1)-のヤマを
中核としてA群の周辺部の個体がグループを形成
し,その年のうちにC群が形成された｡節3回Enま,
1967年初頭,A群から約70頭の袋B]が分派したが,
その年の7月に仝群捕放された｡
3)観察記録の一部は,石川県白山調査委El会 ｢1971年
度事業報告｣ (1972年3月)に示されている｡
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